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65歳以上の人口が全人口に占める割合を高齢化率といい、高齢化率が7%に達した社会を「高齢化社会」、
14%に達した社会を「高齢社会」とよびます。わが国が高齢化社会になったのは1970年で、その24年後の
1994年には世界中のどの国も経験してこなかったような早さで高齢社会を迎えました。2011年の高齢化率は
23.3%で、2060年には4割（2.5人に1人）が高齢者になると予測されています。
最近では、再生医療をはじめとする科学の進展に伴って医療を取り巻く環境は著しく変化し、人々の医療
への需要も増大しています。同時に、慢性的な疾患をもつ人々や病状が安定している人々は、治療と療養の
場を病院から地域へと移してきています。
このような社会や医療の変化に呼応して、看護も大きな変革の時期を迎え、その役割はますます重要にな
っています。専門看護師や認定看護師の活躍も、すでに社会で認められているところです。さらに近年、ナ
ースプラクティショナーや特定医療行為のできる看護師の資格とその業務についても検討されつつあります。
しかし、どのような時代にあっても、ひとり一人の看護師が、人々の健康に直接関わることは変わりませ
ん。看護師は、多様な健康状態にある人々のQOLを向上させ、健康で文化的な生活を確保することに全力
を尽くす存在です。
近代看護の祖であるナイチンゲールは、看護を職業として確立したとともに、看護に科学的な裏づけを与
え、学問としても確立させました。例えば、19世紀半ばのクリミヤ戦争で多くの兵士が戦場の病院で命を落
とした際、彼女は死者の数に季節的な変動があることに気づき、疫学的な調査を行って統計的な裏づけを示
しました。その結果、兵士の療養環境は改善され、死者の数も激減したというのです。ナイチンゲールは、
統計的な数値を追ったのみならず、その科学的な裏づけをもとに、ナイチンゲール病棟というシステムを確
立し、看護師が行う看護の質の向上にも貢献したのでした。
今、大きな変革の中にある看護に求められているものは、ナイチンゲール時代と同じく、看護の質の向上
であると思います。病院でさまざまな医療職者と協働し、患者の健康状態の安定と改善に責任を負う看護職
者は、専門性の高い知識と技術を備えたプロフェッショナルです。チーム医療を推進するうえで、看護師が
中核的な役割を担うのですから、看護の質は医療の質に大きな影響を及ぼすといっても過言ではありません。
もちろん、看護教育に求められるものも大きく変化しています。最近では、大学や短期大学、各種学校な
どの教育機関の全卒業生数のうち、ほぼ30パーセントを大学卒業者が占め、今後もその数は増加すると予測
されます。看護の質の向上のために、大学教育がどのように貢献するかに大きな期待が寄せられているので
す。
大学の看護教育は、教育と研究とが統合された場で行われるという特徴から、科学的な裏づけをもった看
護の実践を学びつつ、看護職者としての倫理と看護観を育成することを目的としています。学生は、卒業時
にこれらの資質を備えていることを期待されています。
摂南大学看護学部においても、学生を看護の知識と技術を備えた人材として育成することはもちろん、人
を思いやるやさしさと高い倫理観をもった社会人になってほしいと考えています。薬学部とのチーム医療の
教育も本学の特徴の一つです。
大学の利点は、教員が教育者であると同時に研究者でもあるということです。教員は、病院や地域におい
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て自らの課題をもって研究を展開し、看護学を追究しています。その研究成果は生きた教材となって教育に
還元され、学生にとってこのうえない刺激となるとともに、知識と実践とのつながりを学ぶことができます。
一人ひとりの教員の姿が、私たちが目指す科学的な裏づけをもった看護学の実践に通じるものとなるのです。
すなわち、研究は教育に良い影響を与え、教育がさらに教員の研究意欲にもつながるといった向上の循環を
生むのが大学の看護教育だといえます。
このたび発刊される紀要は、摂南大学看護学部の教員が研究成果を公表する貴重な機会となるものです。
社会の評価を得て、教員が研究者として成長し、地域や社会に貢献できることは、大学の教育と研究にとっ
て大きな意義をもっています。紀要の発刊が、今後、教員と学生が地域社会とともに成長するために役立ち、
さらに摂南大学看護学部の発展にもつながることを期待しています。
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